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本セミナーでは、立命館SRセンター全ビームライン（BL）ベイズ化計画の構想について述べる。
我々は2023～2025年度の3年間で、SPring-8全BLベイズ化計画 Phase 1を推進し、現在は国内主要
放射光・中性子施設を巻き込んだ「全量子ビームBLベイズ化計画」へと発展中である。この一大
枠組みに立命館SRセンターを迎え入れることが本講演の目的である。
講演ではまず、線形回帰y=ax+bのベイズ化を通じた基礎を解説し、続いて「ベイズ的スペクトル
分解」を詳述する[1,2]。ペクトル分解の本質は単なるフィッティングではなく、最適なモデル
（ピーク数 K）を客観的に導く「モデル選択」にある。2012年のモベイズ的スペクトル分解の公
知化以前に発表されたデータは、たとえNatureやScienceといったハイインパクトジャーナル掲
載誌であっても再解析が必要であり、既存の科学史や学説を覆すほどのインパクトを秘めている
[2]。
さらに、立命館SRセンターには他施設にない最大の強みがある。附属校（小・中・高校）を持つ
メリットを活かし、朝倉センター⾧の主導で早期から見学機会を提供してきた結果、中高生時代
に施設を訪れた生徒が現在研究員として活躍するという確固たる実績が生まれている。ベイズ計
測という最先端手法の導入と、世代を超えた人材育成の循環構造を融合させることで、立命館SR
センターが目指すべき独自の将来像を議論したい。
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